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市立図書館事務局　鬼束　美知代さん
　私がお薦めする本は、中島要の「酒
が仇

あだ

と思えども」です。飲んでも飲まれ
るなと言うけれど、飲むに任
せる夜もある。「狐とかぐや姫」
から「似たもの同士」まで全６話、
酒にまつわる悲喜こもごもが善意
の語り口でつづられています。飲
まずに酔える傑作時代小説！　読後感は、
でも、やっぱり酒が好き…？

都
城
島
津

図書館だより

特設コーナー

私のオススメ

◎問い合わせ	 都城市立図書館	 ☎22－0239
	 高城図書館	 ☎58－4224

都城市立図書館 ●12月４日以降閉館	 ●開館時間／９：30～18：50
	 	 　※水曜日は20：00まで開館
高 城 図 書 館 ●休館日／12月17日・19日・23日・26日・28日～31日、１月１日～４日・８日・９日	 ●開館時間／９：30～18：00

▪高城図書館　「クリスマス・年末年始の過ごし方」「絵本福袋」ほか ※読み聞かせ会などの情報は、
P20をご覧ください

「誰も知らない、萩本欽一。」
萩本欽一（語り）　土屋敏男（取材）

木村俊介（構成）　ぴあ株式会社（出版）

　萩本欽一の「アイデア」や「面白さ」に
関わる発言をまとめた、企画やものづくり
に挑む人に最良のハンドブック。

「ヨッ！　けつやまシリノスケ」
うちむらひろゆき（作）　

かめざわゆうや（画）　成美堂出版（出版）

　悪い人が現れるとき、そこにはヒーロー
も現れる…、　変身！　悪をこらしめる「け
つやまアタ～ック！」

「絶滅危惧職、講談師を生きる」
神田松之丞（著）　杉江松恋（聞き手）

新潮社（出版）

　落語をしのぐ人気だった講談は、存続を危
ぶまれるほど演者が激減。巧みな話術の著
者が、高座へ新風を吹き込む革命的芸道論。
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QUIZ

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

広報都城 ク イ ズ

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。
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10月号

■10月号クイズの結果【応募総数44通】
　◎正解／①共進会　②南九州　③環境

問　①  山田のかかし笑劇団　魂ゆさぶる偉人たちの
物語　「○○○物語」

答  
問　②まもなく○○！　中心市街地中核施設

答  
問　③12月は飲酒運転○○強化月間

答  

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

10月上旬の週末、天孫降臨の地、高千穂峰に登
りました。神様の配慮か、その日はひつじ雲が空
を彩る久しぶりの秋日和。登山口に着くと、目を
疑うような光景が目の前に広がりました。
登山道はまさかの急勾配の砂利道で、登山好き
の私は、今まで多くの山登りを経験しましたが、
このような険しい登山道は初めて。砂利をよけ岩
の部分に足を乗せながら、一歩一歩山頂を目指し
て進みました。
しかし、途中から天気が急変。風が勢いよく吹
き抜けはじめたのです。恐怖のあまり、両足はブ
ルブル震え、一歩も踏み出すことができず、その
場でうずくまってしまいました。また、風で巻き
上げられた砂埃で、目を開けることすらできませ
んでした。
なんとかその状況を切り抜け、山頂までたどり
着くと、山頂に突き立てられた「天

あま

之
の

逆
さか

鉾
ほこ

」を目
にすることができ、とても感動しました。登る時
はかなり苦労しましたが、山頂での達成感は筆舌
に尽くし難いものでした。

高千穂峰登山
Vol.3許

きょ

錦
きん

さん（中国）



フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

POST　CARD

8 8 5 8 5 5 562 円切手を
お貼りください

　

商品提供事業者

都城市役所 秘書広報課 行
（広報都城  Vol.144  2017年12月号）

読者プレゼント今月の

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
　話番号と、わたしの一言や12月号を読んだ感想を書
　いて　〒885-8555 　秘書広報課まで。正解者の中か
　ら抽選でプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　12月31日㈰　当日消印有効
◎発表　本紙 2月号
◎10月号当選者　坂口京子さん（下川東二丁目）他 4人

※�このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募
集しています。詳細については、秘書広報課まで問
い合わせください

居酒屋　みやこんじょビレッジ（中町 4 -15　サン・ヤマコビル 1 階）　☎77-3015

【みやこんじょビレッジ食事券　 ２組】

旬の野菜のホットサラダ 一日に5皿の野菜料理を食べよう！
※1人分95kcal、塩分0.2g

マヨネーズソースにケチャップやワサビを加え
ても、味に変化がついて、野菜をおいしく食べ
られます。

カリフラワーやブロッコリ
ーなどの旬の野菜を硬

めにゆで、よく噛んで食べることで食べ過ぎを防ぎま
す。また、食事のはじめに野菜を食べると、食後の急
激な血糖値の上昇が抑えられ、糖尿病予防になります。

◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

●材料（4人分）
　カリフラワー…160g　ブロッコリー…160g
　カボチャ…120g　　　ニンジン…120ｇ
　Ａ　マヨネーズ（カロリーハーフ）…30g
　　　無糖ヨーグルト…20g
　　　粒マスタード…小１　砂糖…小１

●下準備
　Ａ…混ぜ合わせ、マヨネーズソースを作る

●作り方
①	カリフラワー、ブロッコリーを食べやすい
大きさに切り、熱湯で手早くゆでる

②	カボチャ、ニンジンを食べやすい均一な大
きさに切り、熱湯でゆでる

③	①②を盛り合わせ、ソースにつけて食べる

　都城商工会議所が創業
をサポートする「創業塾」
卒業生による居酒屋。が
ねや豚なんこつ、あくま
きなど、都城の郷土料理
を一工夫して提供してい
ます。ぜひ、ご賞味くだ
さい。



　新年を迎え、新たな
気持ちを書や立体制作、
ダンスなどさまざまな
文化活動で表現する体
験型のイベント。子ど
もから大人まで、アー
トを通して交流をお楽
しみください。
●日　時　 1 月21日㈰　13：00～16：00
●料　金　無料
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

編集後記

インフォメーション

都城市現住人口

平成29年11月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,516世帯 （28） （288）
人口総数 163,027人 （32） （－906）
男　　性 76,648人 （13） （－437）
女　　性 86,379人 （19） （－469）

※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

川が身近にある暮らし
国土交通省の支援制度に登録
された「都城かわまちづくり計
画」に基づく河川整備が始まる
のに先立ち11月4日、川の駅公
園（都島町）周辺で「都城かわ
まちづくり着工のつどい」が開
催されました。式典のほか、稚鯉の放流やカヌー体験に明道
小学校と南小学校の児童ら40人も参加。川が身近にある暮ら
しを実感しながら、初めてのカヌー体験を満喫していました。

　交流プラザには大小さま
ざまな有料の貸会場があり
ますが、セミナールーム A
は自主学習からちょっとし
た打ち合わせに最適な空間
です。ぜひ、利用ください。

●利用時間　 9 ：00～22：00　※貸し出しは 1時間単位
●利用料　有料　※詳しくは問い合わせください
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

今月の表紙

スマートフォンから
も市政情報がご
覧になれます

施設名・WEBでも予約できます　セミナールームA

初春☆夢を描こう、踊ろう。

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

市役所の開庁時間 平日8：30～17：15 ※土・日・祝日は閉庁

■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週月～金曜日　9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

■毎週木曜日
　市民課証明窓口は17：15～19：00まで夜間対応
■土・日曜日
　図書館では、12月3日㈰まで住民票と印鑑証明書を発行
　9：30～17：00	（12：00～13：00を除く）

飲酒運転は重罪です!
飲酒運転根絶シリーズ③（最終回）

◎問い合わせ　総務課　☎23-7183

特集「魂ゆさぶる偉人たちの物語」はいかがでしたか。
山田のかかし笑劇団の伝承活動を特集しようと思ったの
は、3月の立ち上げ公演を取材したとき。 9月中旬に取材
の申し入れから 2カ月余り、劇団の皆さんには、練習の様
子を取材したり、物語の背景や偉人たちの人物像を詳し
く教えてもらったりするなど、多分な時間を割いてもらい
ました。取材中、いつもそこにあったのは皆さんの「笑顔」。
115年以上の時が経ち、爽

か
風
ぜ
は向きを変え、今度は「都城

からの爽風」が吹き始めたのだと感じています。　（久）

本市の飲酒運転根絶の取り組みを紹介
します。

●飲酒運転根絶の啓発看板設置
（9月1日から設置）

　都城合同庁舎の駐車場に、飲酒
運転根絶の啓発看板を設置しまし
た。
　仮眠をとっても時間が経たない
とアルコールは抜けません。翌朝
に車を運転する場合は、適度な飲
酒量を心掛けましょう。

●ラッピングトラック出発式（9月16日実施）
　関係団体と連携して、都城市交通少年団員が
作成した飲酒運転根絶の絵画などをラッピング
したトラックの出発式を行いました。トラック
は、全国を走行しながら啓発を行っています。

●飲酒運転根絶の啓発箸袋作成（11月24日実施）
　飲酒運転防止を目的に、飲酒運転根絶の啓発
箸袋10万枚を作成し、関係団体に贈呈。
　市民一人一人が、飲酒運転をさせない環境づ
くりに協力して取り組みましょう。

※これらの活動のほか、街頭キャンペーンなど
　さまざまな活動を行っています




